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7月20日の変動

・O₃濃度が右肩上がりに上昇
80ppbv弱まで上昇＝高濃度日

・前駆体濃度もどちらも高濃度
NO₂は昼にかけて減少、
HCHOは右肩上がりに上昇

↓
ＨCHOの増加とNO₂の減少を
伴ってＯ₃が継続的に上昇



気象データから
・午前中から気温が上昇
・風速、風向も安定

↓
VOC酸化が進行
・高温によりBVOC放出が増加した可能性 
・日射によってVOC酸化が進み、HCHO
およびRO₂・HO₂ラジカルが生成 
↓

O₃生成サイクルの促進
RO₂・HO₂がNOをNO₂へ酸化 
NO₂が光分解されてO₃を生成 
↓

結果
HCHOの増加、NO₂の減少とともにO₃濃度
が継続的に上昇



本日（7月21日）13時ごろ
千葉地域に光化学スモッグ注意報が発令（約1か月ぶり）
→7月21日も20日と同じようにＯ₃上昇、NO₂減少、HCHO上昇
の日変化になると予想



まとめ

• 7月20日はO₃が約80 ppbvまで継続的に上昇する高濃度日であった。

• NO₂は昼にかけて減少する一方、HCHOは増加し、VOC酸化の活発化
が示唆された。 

• 気温上昇と安定した風速条件下で光化学反応が継続し、O₃生成が促進
された可能性がある。 

• 明日（7月21日）の光化学スモッグ注意報発令日との比較を行いたい
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